






































１　評価対象施設

開始日

終了日

２　利用状況（目標と実績）

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

ａ 人 237,380 210,126 239,300 221,054 241,220 244,570 243,180 260,569 245,150

ｂ 人 63,970 35,397 64,290 31,530 64,620 34,667 64,960 31,371 65,300

人 11,714 9,494 11,831 9,132 11,949 8,724 12,069 8,605 12,190

人 41,800 25,512 42,000 30,674 42,210 28,853 42,420 29,599 42,630

人 4,193 4,064 4,214 4,056 4,235 4,234 4,256 4,552 4,277

人 13,760 12,652 13,820 12,603 13,880 11,943 13,940 14,820 14,000

人 3,000 3,292 3,030 3,852 3,060 4,212 3,091 3,913 3,122

人 32,190 29,956 32,440 34,491 32,690 35,759 32,950 35,960 33,210

３　指定管理業務にかかる収支状況

A

C

Ｂ

Ｄ

Ｅ

46.1%

再委託料比率 Ｅ/Ｂ 15.9% 18.5% 15.1% 12.8% 12.9%

人件費率 Ｄ/Ｂ 44.2% 47.1% 43.5% 43.2%

0

利用料比率 Ｃ/Ａ 5.6% 6.4% 6.6% 6.0% 5.7%

事業収入 Ａ-Ｂ 0 0 0 0

21,566,220

自主事業費 1,469,968 161,119 115,511 133,972 4,223,000

162,646,400

内、人件費 62,894,859 72,495,557 68,270,972 67,591,529 76,964,026

内、再委託料 22,610,868

事業費 140,873,607 153,900,646 156,852,431 156,311,180

28,466,522 23,642,483 19,971,079

支出計 142,343,575 154,061,765 156,967,942 156,445,152 166,869,400

59,999,200 66,482,800

その他(自主事業収等) 12,232,680 12,594,505 12,705,717 12,592,862 26,077,100

64,800,000

利用料収入 7,948,095 9,839,060 10,356,095 9,353,090 9,509,500

指定管理料 70,800,000 71,300,000 74,000,000 74,500,000

教室等事業収入 51,362,800 60,328,200 59,906,130

収支計 142,343,575 154,061,765 156,967,942 156,445,152 166,869,400

区分 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度決算 令和8年度予算

ｄ
スポーツ教室会員数

スポーツ教室参加者数

ｅ
トレーニングジム会員数

トレーニングジム参加者数

令和8年度

体育館利用者数

運動施設利用者数

Ｃ
スイミングスクール会員数

スイミングスクール参加者数

施設設置目的 レクリエーション及び環境の保全、市民の良好な生活づくり、健康・福祉の増進等

主な実施事業
一般及び団体への施設貸出に伴う使用許可、使用料徴収、各種スポーツ教室運に伴う告知、参加料
徴収、指導業務、また施設管理における体育館、公園内運動施設、公園内植栽等の維持管理業務

成果指標 単位
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

所在地 兵庫県姫路市花田町一本松1-1 令和9年3月31日

選定方法 公募 評価実施年 指定期間　５年のうち　４年目

令和７年度　指定管理者管理運営事業評価シート

公の施設の名称 赤穂市民総合体育館及び赤穂城南緑地運動施設等

所在地 兵庫県赤穂市加里屋1278

指定管理者
団体名 赤穂Ｓ＆Ｐマネジメント共同事業体 指定

期間

令和4年4月1日



４　事業評価

自己評価 所管評価
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収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。

総括 「経費の収支等」に関する評価　【標準4項目/本施設4項目】

総括 「業務の内容・水準」に関する評価　【標準20項目/本施設20項目】

③
安
定
性

経理事務 専用の口座等を備え適切に経理事務を行っている。

予算執行 収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。

経費縮減 経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。

収支状況

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。

事業評価
利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。

利用者の利便性向上を図るため、自己評価を実施し、利用者等に公表している。

提案事項 指定管理者の提案事項については、市と協議し、提案のとおり実施している。

利用状況 利用者数、稼働率等は、目標に対し妥当な水準である。

環境配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。

広報活動 事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。

苦情等対応
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。

管理記録
業務日誌等を適切に整備、保管している。

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。

連絡調整
協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。

市、体育協会、関係団体等との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。

総括 ［業務の実施体制」に関する評価　【標準18項目/本施設18項目】

②
サ
ー
ビ
ス
の
質

施設管理
協定書等に従い、使用日、使用時間等を遵守している。

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。

利用者対応
利用許可、利用料金の徴収、減免、還付等の受付業務を適切に行っている。

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。

事業運営

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。

事業計画に即し、必須事業を実施している。

施設の目的に沿った自主事業を実施している。

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。

維持管理

仕様書等に従い、施設の維持管理を適切に行っている。

仕様書等に従い、施設や設備の保守管理を行っている。

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。

法令順守 法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。

個人情報保護
個人情報保護に関する法令を遵守しているか。

個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。

情報公開
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされているか。

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。

評価区分 評価項目

①
サ
ー
ビ
ス
の
履
行

人員体制

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。

必要な資格、経験を有する人員が確保されている。

事業計画に即し、計画的に研修等を実施している。

第三者への委託
外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており適切である。

外部委託業者に対して協定書等を遵守しているか。

緊急対応

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行った。

財務状況 指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。



※評価基準
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良好 優良、要改善以外の評価

要改善 自己評価、所管評価の「総括」にCが２つ以上含まれる。

良好 優良、要改善以外の評価

要改善 評価基準にCが1割以上含まれる。

総合評価 優良 自己評価、所管評価の「総括」にCが含まれず、かつAが過半数以上ある。

良好 協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

要改善 協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

総括 優良 評価基準項目が全てB以上であり、かつAが過半数である。

前年評価 Ｂ 総合評価 Ｂ

自己評価・所管評価 優良 基協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。

所見
(成果、課題等)

【自己評価】

　管理運営４年目となり、利用者様や団体とも良好な関係を構築できていると実感しており、大き
なクレームやご意見もなく令和７年度の運営が行えました。
　今年度よりトレーニングジムの会員区分およびサービス内容を、より一層施設をご利用いただけ
るよう見直しを図りました。
　特にシルバー世代のサービス内容を見直したことで、対象の世代からは好評をいただいており、
トレーニングジムのみならず、施設全体の利用者数増加に寄与する結果となりました。
　温水プールについては、昨年度、複数回の整備が発生し施設の利用制限をかけることになり、利
用者の皆様にご迷惑をおかけすることになりましたが、今年度は大きな不具合もなく、年間通して
ご利用いただいた結果、プール全体として6,004人の利用増加となり、市民の健康増進の機会を創出
できたと考えています。
　少子化の影響を最も受ける幼児体操教室において、これまでの周知活動の結果、延べ会員数が増
加し(+224人)、同時に参加者数も大幅に増加(+803人)する結果となりました。
　増加の背景には教室プログラムの多様化や、短期教室で実施する小学生クラスとの連携など、
ジュニア世代の体力向上を目指した取り組みが支持されているものと考えています。

【所管評価】

　指定管理者による利用促進及びサービス向上の取組により、施設利用者数の増加が図られている
ことは評価できる。特に幼児体操教室については、周知活動やプログラムの工夫により会員数及び
参加者数の増加につながっており、事業効果が認められる。
　今後においても、利用者ニーズを踏まえた事業展開及び効率的な施設運営に努め、さらなる利用
促進と収益確保に取り組まれたい。


